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編 集 後 記

日本学術会議 ノ選挙モ終 ツテ 新会員ガ決定シ タ コノ会議 モ 発足当時ハ大キナ抱負 ト希望

ヲ持 ツティタガ ソ/後 ハ段々二影ガ薄 レテ来 タヨゥニ云 ワ レテオ噛リ ソレニハ種 々ノ原因ガア

ル ヨゥダ,最 近 ニハ日本医師会 カラモ 選挙運動 ガ行キ過 ギテイル トノ警告 ガ発 セラ レタガ イ

ズ レニシテモ 選挙方法ヤ運営等 二就 テ 世 ノ批判 ヲ受 ケル如キ事 ノナ イヨゥニ 学者 ニフサ ワ

シイ模範的ナ態度 ヲ執 リ 本来 ノ使命 ヲ達成スル タメニ 力強 ク遭進 シテ貰 イタイモ ノデアル.

大キナロヲ利 クヨウダガ ー般 ノ会員ハ本 当ニソ ノヨウニ考エテイル ト思 ワレル.

◇

先般 ノ医科大学学部長会議デ ィソターン制度 ヲー応廃止シ ヨウ トノ決議ガ出来 タ トノ事 デア

ル.現 在 ノインターン制度 ニハ 確 二多 クノ問題 ガアル.大 学病院 ニテハ 学生 ト医局員 トノ問

二介在シテ ムシ ロ 邪 マ者扱イニセラレ 診療 病院 ニテハ 医員代 リニ使用 セラレル傾 向ガア

ル.身 分的保障 ト経済的裏付ケガナ イ。然 シ 本人 ガ努力スル ツモ リニナ レパ 利点モ少 クハ ナ

イ 修業期間 ガ長イ ト云 ウ事ハ ソレダケ実力 ガ付 クワケダカラ 良 イ事 二相違ナ イ.唯 誰 デ

モ ガ ソウナルワケデハナ ク 又 修業期聞 ガ短 クテ済 メパ ソレニ越シ タ事ハナ イ.ソ レデ

イソ ターン ヲ廃止スルナラバ 大学4年 間 ノ勉学方法 ヲ充分 二検討セネバナラヌノハ当然デ アル.

医師免許ハ卒業 ト同時 二与 工 若シ ソレデ臨床的手腕 二不安 ガァル ト云 ウナ ラバ 指定病院 ニテ

1年 間 ノ臨床経験 ヲ終 ツタ後 二 個人開業免許 ヲ渡ス 即チ医師免許 ト個人開業 免許ハ別 ニスル

方法モ考エラレル.ソ!ヨ ウニナル ナラバ 国家試験ハ廃止スル ノガ本筋デァ ロゥ

◇

新制大学院設置 ノ初 メノ理想ハ 広範ナ知識 ヲ持 ツタ将来 ノ指導者 ヲ養成スル事 ニァツタガ

現実 ニハ ソノ目的 カラ外 レテイル ト云 ワザル ヲ得 ナイ ソノヨウニナ ツタ原 因 トシ テハ 制度

自体 ノ不備 ノ他二 周囲ノ事情 トノ不調ガアル.ソ コデ 大学院 ノ都合 ノヨイ点ハ 結 局 学位

論文審査 ノ時期ガ早 イ ト云 ウ事 更 二4年 間ハ赴任シナ クテモヨイ ト云 ウ事 デアロウ コレデ

ハ 本来 ノ目的二沿 ワヌ事ハ勿論 デア リ コノ制度 モ何 トカセネバナ ラヌデア ロウ.考 エ レパ気

二ヵカル事 ガ多イ(昭 和37年12月)

購 読 要 項

1。 発行は毎月(年12回)と す る.年 間購読者 を以て会員 とす る.

2.会 員は年間予約購読 料金1,200円 を前納する.1冊 料金120円.払 込みは振替 口座番号

京都4772番,泌 尿器科紀要編集部,或 は第一銀行百万遍支店宛.

3.入 会申込みは氏名(フ リガナ),住 所(雑 誌郵送先),勤 務先,職 地位,自 宅開業の別,

送金方法等を御記入の上編集部宛.

投 稿 内 規

掲載料 は4頁 迄毎頁600円 ・それ以上の頁 ・アー ト頁,図 表,写 真は実費を申受ける.別

冊20部 を無料贈呈・それ以上は実費を徴収す る・この場合 には予め希望部数を 申込む こと.特 別

掲載も考慮す る.

7.校 正は初校のみ著者校 正とし,再 校以降は編集部が行 う,

8.原 稿送 り先は京都市左京区聖護院 京都大学病院 泌尿器科紀要 編集部.

1.原 稿 の種 類 は綜 説,原i著,臨 床 報 告,そ の 他,寄 稿 者 は年 間 購 読 者 に限 る.

2.原 稿 の長 さは制 限 しな いが 簡 潔 にす る.

3.原 稿 は横 書 ぎ,当 用 漢字,平 仮 名,新 仮 名使 い を 用 い,片 仮 名 には 括 孤 を要 しな い14∩0

字 詰原 稿 用 紙 を用 い る こ と.附 表,附 図は な るべ く欧 文 にす る こ と.

4.文 献 の書 式 は次 の如 くす る.著 者名:誌 名,巻 数:頁 数,年 次.

例.中 野:泌 尿 紀要,1:110,昭30.Lazarus,J.A.:J.Uro1.,45527,1941.

5.300語 以内 の 欧文 抄 録 を記 し,之 には 欧文 の標 題,所 属機 関 名,ロ ー マ字 著 者 名 を附 け,

な るべ くタイ プ ラ イ ターを 用 い る こ と.希 望 の場 合 は 当 編 集 部 にて 齢訳 します 抄 録 用 の原 稿 を

送 る こと.醗 訳 の実 費 は 申受 く.
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